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帝
京
大
学
の
活
動
報
告

ベ
ト
ナ
ム
医
療
従
事
者

感
染
症
医
療
の
理
論
・
技
術
学
ぶ

帝
京
大
学
ア
ジ
ア
国
際
感
染
症
制
御
研
究
所
（
Ａ

Ｄ
Ｃ
研
）
は
、
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）

「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
支
援
に
よ

り
、
２
０
２
４
年
２
月
26
日
〜
３
月
６
日
ま
で
の
10

日
間
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
ベ
ト

ナ
ム
国
立
小
児
病
院
か
ら
医
師
９
名
、
技
術
者
１
名
、

ハ
ノ
イ
医
科
大
学
か
ら
研
究
者
２
名
の
計
12
名
の
医

療
従
事
者
を
招
へ
い
し
、
「
感
染
症
医
療
に
お
け
る

ベ
ト
ナ
ム
と
の
協
力
体
制
の
強
化
と
適
切
な
感
染
制

御
技
術
の
習
得
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
▽
医
療
安
全

管
理
▽
危
機
管
理
▽
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
│
│
に

つ
い
て
の
理
論
お
よ
び
技
術
の
取
得
を
目
指
し
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

１
講
義
﹇
帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
安
全
管
理

部
﹈

医
療
安
全
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
や
報
告
書
の
意

義
な
ど
に
関
す
る
講
義
、
安
全
文
化
一
般
と
感
染
症

制
御
に
お
い
て
Ｗ
Ｈ
Ｏ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お
よ
び
日
本

と
ベ
ト
ナ
ム
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
検
討
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
外
部
講
師
を
招
き
「
世
界
の
バ
イ
オ
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
規
範
」
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

２
研
修
﹇
帝
京
大
学
附
属
病
院
﹈

小
児
科
・
感
染
制
御
部
・
Ｍ
Ｅ
部
に
よ
る
病
院
ラ

ウ
ン
ド
、
薬
剤
部
に
お
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

招
へ
い
者
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
お
い
て
比
較
、

改
善
点
や
進
歩
に
つ
い
て
積
極
的
に
学
ん
で
い
ま
し

た
。

３
研
修
﹇
帝
京
大
学
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
セ

ン
タ
ー
﹈

公
衆
衛
生
学
の
研
修
、
医
学
部
微
生
物
学
講
座
で

の
微
生
物
管
理
と
検
出
技
術
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
は
ア
メ
リ
カ
心
臓
協
会
（
Ａ
Ｈ
Ａ
）
に
よ
る
心

肺
蘇
生
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
修
を
受
講
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
は
Ｂ
Ｌ
Ｓ
（
一
次
心
肺
蘇
生
法
）
の
認

定
講
習
（
英
語
版
）
な
ど
の
必
要
性
の
高
い
基
本
手

技
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
招
へ
い
者
に
と
っ
て

貴
重
な
経
験
に
な
り
、
結
果
、
研
修
生
全
員
が
Ａ
Ｈ

Ａ
の
受
講
証
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

４
実
習
体
験
﹇
ア
ジ
ア
国
際
感
染
症
制
御
研
究
所
﹈

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
検
査
技
術
実
習
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
普
段
あ
ま
り
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
研
究
機

器
や
設
備
に
興
味
関
心
を
持
っ
た
様
子
で
し
た
。

５
研
修
﹇
帝
京
大
学
附
属
病
院
／
結
核
研
究
所
／

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
﹈

附
属
病
院
お
よ
び
大
学
外
で
の
研
修
と
し
て
、
結

核
研
究
所
（
東
京
都
清
瀬
市
）
お
よ
び
国
立
国
際
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
／
病
院
（
新
宿
区
戸
山
）
を
訪
問

し
、
医
学
教
育
と
感
染
症
制
御
の
実
情
、
ベ
ト
ナ
ム

の
医
学
教
育
と
実
践
に
つ
い
て
講
義
、
意
見
の
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
日
本
の
感
染
症
治
療
の

中
枢
と
な
る
二
つ
の
医
療
機
関
・
病
院
で
の
講
義
や

感
染
症
施
設
見
学
等
は
非
常
に
有
意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

６
意
見
交
換
会
／
修
了
式

最
終
日
は
、
附
属
病
院
や
大
学
で
ご
協
力
い
た
だ

い
た
教
員
の
方
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
通
し
て
学
び
習
得
し
た
事
や
、
こ
れ
ら
を
今
後

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
412
回

＝
特
別
連
載
＝

河内	正治
（帝京大学
アジア国際感染症
制御研究所所長）
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ど
の
よ
う
に
自
国
の
医
療
に
お
い
て
活
用
で
き
る
か

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
事
が
今
後
の
課
題
と
な
る
か
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
修
了
証
を
授
与
し
終
了

し
ま
し
た
。

10
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
近
隣
国
よ

り
招
へ
い
す
る
に
は
十
分
な
期
間
で
し
た
。
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
の
研
修
以
外
で
も
日
本
の
文
化
等
実
際
に

目
に
し
た
り
経
験
し
た
り
出
来
た
こ
と
は
招
へ
い
者

達
に
と
っ
て
貴
重
で
あ
り
、
想
像
し
て
い
た
こ
と
が

実
体
験
と
し
て
肌
で
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
大
き
な
意

味
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
帝
京
大
学
が
実
施
し

て
い
る
医
療
安
全
や
感
染
症
制
御
に
関
し
て
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
事
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
自
国
と

の
違
い
を
感
じ
、
積
極
的
に
質
疑
し
て
く
だ
さ
る
姿

に
受
入
れ
機
関
と
し
て
私
達
も
学
ぶ
事
が
多
い
研
修

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
今
後
も
こ
の
よ
う
な

交
流
活
動
を
活
発
に
行
う
こ
と
で
連
携
を
深
め
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
現
協
力
協
定
の
進
展
に
繋
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
後
日
談
と
今
後
の
展
望

２
０
２
４
年
７
月
に
８
日
間
の
日
程
で
帝
京
大
学

医
学
部
５
年
生
の
学
生
14
名
を
引
率
し
て
、
ハ
ノ
イ

ベ
ト
ナ
ム
国
立
小
児
病
院
に
て
Ｂ
Ｓ
Ｌ
（bed	side	

learning

）
実
習
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
過
去

「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
参
加
し
た

職
員
（
医
師
、
看
護
師
、
研
究
者
）
が
講
師
や
仲
介

役
と
な
っ
て
、
学
生
の
補
助
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
学
生
の
評
判
は
非
常
に
高
く
、
当
初
５
人
の
学

生
で
始
め
た
も
の
が
、
参
加
希
望
者
が
回
を
追
う
ご

と
に
増
え
、
と
う
と
う
引
率
限
界
に
近
い
人
数
に
な

り
ま
し
た
。
実
際
に
海
外
の
病
院
で
の
Ｂ
Ｓ
Ｌ
実
習

は
難
し
く
、
な
か
な
か
学
生
を
連
れ
て
行
く
こ
と
は

で
き
な
い
の
が
大
方
の
現
状
で
す
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
と
し
て
、
さ
く
ら
の
同
窓
生
が
病
院
に
働
き

か
け
て
、
実
現
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
も
う
９
回

目
と
な
り
ま
し
た
。
学
生
の
単
位
を
授
与
す
る
た
め

に
、
２
０
１
９
年
か
ら
は
Ｍ
Ｏ
Ｕ
を
締
結
し
て
単
位

互
換
が
可
能
な
体
制
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
帝
京
大
学
ア
ジ
ア
国
際
感
染
症
制
御

研
究
所
で
は
、
こ
の
何
年

間
か
常
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

の
大
学
院
生
が
一
人
か
二

人
在
籍
し
て
い
ま
す
。
彼

ら
も
、
さ
く
ら
の
同
窓
生

で
あ
っ
た
り
、
さ
く
ら
同

窓
生
か
ら
の
推
薦
で
本
研

究
所
を
選
ん
で
く
れ
た
人

た
ち
で
、
現
在
在
籍
中
の

ハ
イ
さ
ん
で
５
人
目
に
な

り
ま
す
。

さ
く
ら
同
窓
生
た
ち
は

学
生
実
習
や
他
の
研
究
活

動
に
際
し
て
も
力
に
な
っ

て
く
れ
る
頼
も
し
い
人
材

で
す
。
や
は
り
、
「
さ
く

ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
持
つ
魅
力
は
、
こ

の
国
際
交
流
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
特
に
学
生
や
大

学
院
生
と
研
究
者
と
の
交

流
は
な
か
な
か
難
し
く
、

学
生
た
ち
に
は
学
習
の
良

い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
６
年
次
に
１

カ
月
の
Ｂ
Ｓ
Ｃ
（b

ed	
side	clinic

）
を
海
外
で

選
択
し
た
学
生
も
、
す
で

に
ベ
ト
ナ
ム
メ
ン
バ
ー
か

ら
５
人
を
数
え
ま
し
た
。

本
当
に
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
皆
さ
ん

に
は
お
世
話
に
な
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
さ
く
ら
」
の
精
神
は
ベ

ト
ナ
ム
で
生
き
て
い
ま
す
。

国立国際医療研究センター訪問 WHOガイドラインの概要と討論

帝京大学医学部生のベトナム実習（2024年7月） シミュレーション研修




